化学関係学協会連合協議会規約

（昭和４３年　４月１６日　議決）

（平成　元年　４月２７日　議決）

（平成１２年　8月１１日　議決）

（平成１５年　２月１３日　議決）
（名称）

第1条 本会は、化学関係学協会連合協議会（略称、学協連）という。

（事務所）

第2条 本会の事務所は、日本化学会内に置く。

（目的）

第3条 本会は、学会または協会（以下、学協会という）相互の連絡を密にし、かつ、協力してわが国化学および化学を利用する産業の進展に寄与することを目的とする。

（事業）

第4条 本会は、目的を達成するため、学協会共通の利益に資する事業を行う。

　　１．共通する政策の立案、提言

　　２．研究発表会、講演会ならびに討論会の共催

　　３．教育、人材の育成

　　４．情報の発信

　　５．業務の連絡提携

　　６．その他、目的を達成するための必要な事業

（会員）

第5条 本会は、化学および化学とその応用に関連し、かつ本会の目的に賛同し、事業に協力する学協会を会員として組織する。

2 本会への入退会については、理事会の承認を必要とする。

（理事、会長、副会長）

第6条 理事は、各学協会の長が就任するものとする。

2 会長、副会長は、理事の互選により選任する。

3 会長は、本会を代表し、本会の会務を統括する。副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、会長の職務を代行する。

4 理事の任期は1年とする。ただし、重任を妨げない。

5 理事、会長、副会長は、任期を終わっても後任者が就任するまでは、その職を行わなければならない。

（幹事）

第7条 会長、副会長を選任した学協会から幹事を選任する。

2 幹事は会長、副会長を助けて会務の運営にあたる。

3 　　③　幹事の任期は1年とする。ただし、重任を妨げない。

4 幹事は、任期を終わっても後任者が就任するまでは、その職を行わなければならない。

（理事会）

第8条 理事は、理事会を組織し、本会の会務を議決し執行する。

2 理事会は、必要に応じて会長が招集する。

（政策会議）

第9条 本会に、事業を円滑に行うために、政策会議を設置する。

　　②　政策会議に議長を置く。会長は議長を指名する。

　　③　政策会議の委員として、各学協会は、代表者1名を選任することができる。

④　議長、委員の任期は、１年とする。ただし、重任を妨げない。

5 議長、委員は、任期を終わっても後任者が就任するまでは、その職を行わなければならない。

（会費および寄付金）

第10条　会員は、会費として年額10,000円を毎年6月末日までに納付するものとする。

ただし、日本化学会は､会費のほかに、予算の範囲において毎年経費の一部を本会に寄付する｡

　　②　理事､委員等の派遣等にかかわる費用は､派遣する学協会が負担する｡

（会計年度）

第11条
本会の会計年度は、毎年3月1日に始まり、翌年2月末日に終わる。

（規約外の事項）

第12条
この規約に定めのない事項については、理事会において協議決定する。

付　　　則

この規約は、理事会の議決のあった日から施行する。

